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災
害
応
急
援
護
資
金

貸
付
条
例
を
可
決

　
区
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
で
は
、

。
例
会
で
の
審
議
内
容
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
の
定
例
会
は
、
9
月
1
7
日
か
ら
2
5
日
ま
で
、

か
れ
ま
し
た
。

昭
和
6
0
年
第
3
回
定

9
日
間
の
会
期
で
開

議
決
内
容

　
議
決
さ
れ
た
案
件
の
概
要
を
O
紹
介
し
ま
す
。

今
回
の
定
例
会
に
は
2
3
の
案
件
が
区
長
よ
り
提
出

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
6
0
年
度
補
正
予
算
　
1
　
件
（
全
員
賛
成
）

〇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
次
）

　
木
造
賃
貸
住
宅
総
合
整
備
、
水
防
対
策
、
公
園

　
の
新
設
、
狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
整
備
、
道
路
の

　
路
面
改
良
、
妊
産
婦
健
康
診
査
、
美
術
館
の
初

　
度
調
弁
、
基
本
計
画
策
定
基
礎
調
査
、
義
務
教

　
育
施
設
整
備
基
金
の
積
み
立
て
な
ど
の
弄
算
を

　
追
加
し
た
。
補
正
額
は
二
一
億
四
五
八
万
三
〇

　
〇
〇
円
、
補
正
後
の
予
算
額
は
一
二
三
三
億
六

　
四
五
八
万
三
〇
〇
〇
円
。

●
条
例
の
新
設
　
1
　
件
（
全
員
賛
成
）

○
災
害
応
急
援
護
資
金
貸
付
条
例

　
風
水
害
な
ど
の
被
災
者
に
、
家
屋
な
ど
の
補
修

　
費
用
を
貸
し
付
け
る
。

●
条
例
の
一
部
改
正
　
9
　
件
（
全
員
賛
成
）

O
出
張
所
設
置
条
例

　
第
八
出
張
所
の
改
築
工
事
が
終
わ
っ
た
の
で
、

　
出
張
所
の
位
置
を
羽
根
木
1
丁
目
6
r
1
4
に
戻

　
し
た
。
（
1
2
月
1
6
日
オ
ー
プ
ン
の
予
定
）

O
区
税
条
例

　
区
民
税
の
納
期
前
の
納
付
に
係
る
報
奨
金
制
度

を
改
正
し
た
。

O
中
小
企
業
振
興
事
業
資
金
融
資
あ
っ
旋
条
例

O
庄
宅
修
築
資
金
融
資
あ
っ
旋
条
例

　
1
い
ず
れ
も
、
風
水
害
な
ど
の
被
災
者
に
応

　
急
的
に
資
金
を
融
資
あ
っ
旋
す
る
制
度
を
追
加

し
た
。

O
老
人
福
祉
手
当
条
例

　
手
当
額
を
月
額
一
万
七
五
〇
〇
円
（
現
行
一
万

　
六
五
〇
〇
円
）
に
引
き
上
げ
た
。

O
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
条
例

　
手
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
〇
円
引
き
上
げ
た
。

O
自
転
車
等
放
置
防
止
条
例

　
用
賀
自
転
車
等
駐
車
場
（
用
賀
2
丁
目
4
1
1
1
0

　
先
）
　
（
有
料
）
を
新
設
し
た
。

O
公
園
条
例

　
南
鳥
…
二
丁
目
小
緑
地
（
南
鳥
山
2
丁
目
3
1
1

　
2
7
）
を
新
設
し
た
。

○
児
童
遊
園
条
例

　
深
沢
児
童
遊
園
（
新
町
1
丁
目
1
5
1
1
5
）
を
廃

　
止
し
た
。

●
区
道
路
線
の
認
定
3
件
（
全
員
賛
成
）

　
　
所
在
地
　
延
長
（
m
）

　
喜
多
見
9
丁
目
1
8
　
　
　
　
　
八
八
・
四
九

　
祖
師
谷
5
丁
目
2
2
　
　
　
　
二
二
六
・
五
九

　
給
田
3
丁
目
7
・
8
　
　
　
　
七
五
・
五
〇

●
区
議
・
特
別
職
等
の
報
酬
・
給
与
・
費
用
弁
償

　
条
例
の
一
部
改
正
　
9
　
件

O
区
議
。
正
副
議
長
・
正
副
委
員
．
「

○
区
長
・
助
役
。
収
入
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
饗
｝

O
教
育
委
員

O
教
育
長

O
選
挙
管
理
委
員

O
監
査
委
員

○
農
業
委
員

○
選
挙
長
・
管
理
者
・
立
会
人
（
全
員
賛
成
）

○
非
常
勤
職
員
（
全
員
賛
成
）

ー
関
係
記
事
は
4
ぺ
ー
ジ
に
掲
載

lII旧i田I

区
長
の

…
あ
っ
旋
、
利
子
補
給
が
行
え
る
よ
う
制
度
を

…
改
正
す
る
条
例
案
を
、

㎜
た
め
「
総
合
治
水
対
策
計
画
」
に
基
づ
き
、

…
練
、

㎜
れ
る
も
の
と
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

…
費
の
効
率
的
執
行
に
一
層
の
努
力
を
重
ね
、

㎜
区
民
の
要
望
に
応
え
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

㎜
区
議
会
招
集
あ
い
さ
つ
…

㎜
　
　
　
　
　
（
要
旨
）
㎜

…
　
2
1
世
紀
に
つ
な
ぐ
　
　
　
㎜

…
　
計
画
づ
く
り
に
着
手
　
　
㎜

㎜
　
核
兵
器
の
廃
絶
と
置
界
の
平
和
は
区
民
共
㎜

㎜
と
し
ま
し
て
も
終
戦
記
念
日
の
8
月
1
5
日
、
㎜

…
　
「
平
和
都
市
宣
．
『
【
一
口
」
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
㎜

…
の
冒
］
言
が
世
界
平
和
促
進
の
礎
と
な
る
よ
う
、
㎜

㎜
心
か
ら
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
㎜

…
　
去
る
7
月
14
日
の
集
中
豪
雨
は
、
区
内
に
㎜

㎜
落
雷
に
よ
る
停
電
、
家
屋
や
商
店
の
浸
水
、
　
…

…
道
路
の
陥
没
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
㎜

㎜
た
。
こ
の
た
め
早
急
に
対
策
を
検
討
い
た
し
…

…
ま
し
て
、
被
災
直
後
の
混
乱
時
に
区
民
が
と
㎜

㎜
り
あ
え
ず
生
活
の
場
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
…

㎜
．
災
害
応
急
援
護
資
金
貸
付
制
度
の
新
設
と
、
　
㎜

㎜
風
水
害
に
よ
る
商
店
な
ど
の
営
業
上
の
損
害
㎜

㎜
や
被
害
を
受
け
た
庄
宅
の
改
修
に
も
、
融
資
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
定
例
会
に
提
出
い
…

た
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
都
市
型
水
害
を
防
ぐ
…

　
雨
水
浸
透
施
設
や
雨
水
の
貯
溜
施
設
の
設
置
㎜

　
な
ど
に
よ
る
、
雨
水
流
出
抑
制
対
策
を
積
極
…

　
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
人
生
8
0
年
の
時
代
を
迎
え
、
在
宅
老
人
と
…

　
そ
の
介
護
者
へ
の
施
策
が
課
題
と
な
っ
て
お
㎜

　
り
ま
す
。
1
0
月
よ
り
、
「
社
会
福
祉
法
人
・
東
㎜

　
京
有
隣
会
」
と
協
力
し
て
、
「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
㎜

　
が
開
設
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
在
宅
老
人
㎜

　
を
対
象
に
一
時
保
護
、
入
浴
、
機
能
回
復
訓
㎜

　
　
　
食
事
の
提
供
な
ど
、
多
様
な
二
ー
ズ
に
㎜

　
応
え
る
「
都
市
型
老
人
施
設
」
と
し
て
、
大
い
㎜

　
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
…

　
　
今
後
、
区
が
取
り
組
む
べ
き
主
要
な
課
題
㎜

　
と
基
本
的
方
向
に
つ
い
て
調
査
、
審
議
し
て
㎜

　
い
た
だ
く
た
め
、
基
本
計
画
審
議
会
を
設
置
㎜

　
い
た
し
ま
し
た
。
2
1
世
紀
を
展
望
し
た
新
し
…

　
い
視
点
の
も
と
に
、
充
実
し
た
審
議
が
行
わ
㎜

　
　
今
後
の
財
政
運
営
に
お
き
ま
し
て
も
、
経
㎜

㎜
通
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。
区
議
会
の
「
平
和
㎜

…
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議
」
に
応
え
て
、
区
…
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初
日
の
本
会
議
で
、
6
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
会
派
を
代
表
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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都
市
基
盤
の
整
備
に

重
点
を
置
い
た

新
基
本
計
画
の
策
定
を

1
自
由
民
主
党
ー

質
問
　
今
後
の
財
政
見
通
し
と
6
1
年
度
の
予
算
の

編
成
方
針
を
示
せ
。

区
長
歳
入
の
伸
び
に
は
多
く
を
蝦
め
な
い
が
、

積
極
的
な
予
算
編
成
に
取
り
組
む
。

質
問
　
今
後
の
区
政
の
指
針
と
な
る
基
本
計
画
の

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
点
を
基
本
に
据
え
て

取
り
組
め
。
行
政
改
革
の
推
進
で
は
、
行
政
体
質

の
改
善
を
図
り
、
簡
素
で
効
率
的
な
区
政
運
営
を

め
ざ
せ
。
美
術
館
な
ど
の
運
鴬
に
は
民
問
感
覚
を

導
入
し
、
経
費
節
減
に
努
め
よ
。
都
市
基
盤
の
整

備
で
は
、
恵
泉
裏
道
路
の
早
期
完
成
な
ど
道
路
整

備
を
重
点
的
に
進
め
、
優
良
再
開
発
事
業
も
促
進

せ
よ
。
小
田
急
線
立
体
化
問
題
に
は
区
と
し
て
も

早
急
に
明
確
な
方
針
を
打
ち
出
せ
。
高
齢
化
社
会

へ
の
対
応
で
は
、
関
係
医
療
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
新
た
な
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を

作
れ
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
犠
備
で
は
、
き
ち
ん

と
し
た
改
修
計
画
を
確
立
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
行
政
運
営
の
体
質
改
善
に
今
後
も

努
め
る
。
美
術
館
の
運
営
は
財
団
法
人
を
設
立
し
、

民
問
の
協
力
も
得
て
行
う
。
道
路
整
備
は
積
極
的

に
進
め
る
。
再
閲
発
事
業
は
P
R
に
努
め
る
。
小

田
急
線
立
体
化
問
題
は
本
年
度
中
に
区
の
方
向
を

示
し
た
い
。
高
齢
化
柱
会
へ
の
取
り
組
み
は
「
活

力
あ
る
高
齢
化
社
会
を
め
ざ
す
委
員
会
」
を
設
置

し
、
検
討
を
始
め
て
い
る
。
施
設
の
改
修
は
計
画

的
に
進
め
た
い
。

質
問
　
7
月
の
集
中
豪
雨
で
は
区
の
対
応
が
遅
れ

た
。
ま
た
、
見
舞
金
の
額
も
少
な
い
。
被
災
者
の

救
済
策
は
都
に
も
要
請
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
動
員
体
制
を
強
化
す
る
。
防
災
無

線
の
活
用
も
図
る
。
見
舞
金
の
額
の
改
定
、
都
へ

の
働
き
か
け
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

　
　
　
0
　
　
　
0

市
制
実
現
を
め
ざ
し

財
源
の
確
保
に

努
め
よ

1
公
　
明
　
党
1

質
問
　
区
の
6
0
年
度
f
算
は
、
国
の
補
助
金
削
減

の
影
響
を
受
け
た
。
国
は
、
来
年
度
も
補
助
金
の

削
減
を
継
続
す
る
よ
う
だ
。
今
後
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
大
型
施
設
の
開
設
に

伴
い
、
運
営
経
費
が
必
要
と
な
る
が
、
財
政
運
営

を
圧
迫
す
る
お
そ
れ
は
な
い
か
。
こ
の
運
営
経
費

の
財
政
調
整
へ
の
算
入
に
努
め
よ
。
都
は
、
特
別

区
制
度
の
改
革
に
関
し
て
、
新
た
な
財
源
配
分
案

を
示
し
た
が
、
而
と
し
て
の
ト
分
な
財
政
需
要
に

応
え
ら
れ
る
も
の
な
の
か
。

区
長
　
国
の
補
助
金
の
削
減
に
は
、
議
会
の
協
力

も
得
て
、
是
正
を
求
め
て
い
く
。
運
営
経
費
の
効

率
化
を
図
り
、
都
に
財
政
調
整
へ
の
算
入
を
積
極

的
に
働
き
か
け
る
。
都
区
の
財
源
配
分
は
、
新
た

な
事
務
分
担
に
即
し
、
将
来
展
望
を
加
味
し
た
配

分
を
求
め
て
い
く
。

質
問
　
住
民
情
報
の
漢
字
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
急
ぎ
、

事
務
の
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
よ
。

ま
た
、
地
域
駆
務
所
構
想
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

区
民
部
長
　
6
3
年
度
の
実
現
に
向
け
、
貝
体
的
な

準
備
を
進
め
て
い
る
。
地
域
廓
務
所
構
想
は
、
当

面
は
、
支
所
機
能
の
充
実
を
図
り
、
今
後
も
進
め

て
い
く
．

質
問
　
高
齢
化
祉
会
に
向
け
て
老
人
住
宅
の
整
備

が
課
題
だ
。
住
宅
政
策
を
新
基
本
計
画
に
位
置
付

け
、
第
3
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
る
供
給
制
度
を
つ

く
れ
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て
い
け
。

助
役
「
活
力
あ
る
高
齢
化
社
会
を
め
ざ
す
委
員
会
」

で
十
分
に
検
討
し
、
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

質
問
　
三
軒
茶
屋
地
区
の
再
開
発
ビ
ル
に
は
、
大

ホ
ー
ル
を
設
置
せ
よ
。

助
役
　
大
ホ
ー
ル
は
、
民
問
の
施
設
の
利
用
で
二

ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
。

行
革
大
綱
に
反
対
し

住
民
本
位
の

民
主
的
行
政
を

日
本
共
産
党
1

質
問
　
日
航
機
墜
落
事
故
は
、
人
命
を
軽
視
し
、

効
率
性
の
み
を
追
求
す
る
臨
調
行
革
の
本
質
を
明

ら
か
に
し
た
。
地
方
自
治
体
に
も
「
地
方
行
革
大

綱
」
を
強
要
し
、
地
方
自
治
を
否
定
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
今
こ
そ
真
の
自
治

権
を
確
立
し
、
住
民
本
位
で
民
主
的
な
行
政
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
だ
。
区
長
の
決
意
を
示
せ
。

区
長
　
住
民
に
最
も
身
近
な
政
府
と
し
て
、
今
後

も
自
治
権
の
拡
充
に
努
め
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
都
市
の

実
現
を
め
ざ
し
、
住
民
本
位
の
区
政
を
進
め
て
い

き
た
い
。

質
問
　
来
年
度
、
老
人
医
療
費
の
値
上
げ
が
も
く

ろ
ま
れ
て
い
る
。
区
は
、
無
料
化
復
活
を
め
ざ
し

た
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
対
応
を
考
え
よ
。

助
役
　
国
の
動
向
を
見
定
め
て
、
対
応
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

質
問
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
が
増
え

て
い
る
。
増
設
せ
よ
。
ま
た
、
養
護
学
校
卒
業
生

の
就
労
施
設
が
不
足
し
て
い
る
。
福
祉
年
業
所
や

福
祉
シ
ョ
ッ
ブ
の
増
設
、
農
園
を
活
用
し
た
就
労

の
場
の
確
保
な
ど
の
対
策
を
考
え
よ
。
新
基
本
計

画
に
も
明
確
に
位
置
付
け
よ
。

助
役
　
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
は
、
民
間
助
成
な
ど

の
実
施
方
式
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。
障
害
者
の

就
労
の
機
会
と
場
所
の
確
保
、
福
祉
シ
ョ
ッ
プ
の

増
設
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
福
祉
作
業

所
の
授
産
種
目
に
農
年
業
な
ど
を
取
り
入
れ
た
い
。

質
問
　
住
宅
は
人
々
の
生
活
の
基
盤
と
な
る
も
の

だ
。
気
候
、
風
土
に
今
う
、
日
本
独
特
の
文
化
性

を
持
っ
た
住
宅
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
く
な
ど
区
民
に
も
啓
発
し
て
は
ど
う
か
。

助
役
　
街
づ
く
り
関
係
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
巾
に
、

住
宅
問
題
を
取
り
入
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
ぞ
　
●
●

平
和
と
区
民
本
位
を

基
調
と
し
た

新
墓
本
計
画
の
策
定
を

1
日
本
社
会
党
1

質
問
　
平
和
都
市
宣
言
の
理
念
を
、
今
後
の
区
政

に
ど
う
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

区
長
　
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
は
平
和
な

祉
会
が
前
提
だ
。
宣
言
の
理
念
を
大
切
に
し
て
区

政
運
営
に
努
め
る
。

質
問
　
中
曽
根
内
閣
は
、
地
方
自
治
を
圧
迫
し
、
国

民
生
活
を
犠
牲
に
し
て
軍
備
拡
張
、
財
界
優
遇
の

政
策
を
進
め
て
い
る
。
鈴
木
都
政
も
国
に
追
随
し
、

都
民
に
負
担
を
強
い
て
い
る
。
新
基
本
計
画
の
策

　、、　、
、匂

の

態
『

定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
に
同
調
す
る
こ
と
な

く
、
区
民
福
祉
の
向
上
、
行
政
の
民
主
的
運
営
、

自
治
権
の
拡
充
、
区
民
本
位
の
都
市
整
備
を
基
本

に
据
え
て
取
り
組
め
。
策
定
の
重
点
課
題
と
し
て
、

高
齢
化
社
会
に
備
え
、
就
労
の
場
の
確
保
と
所
得

保
障
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の
整
備
な
ど
、
総
合
的

な
高
齢
者
対
策
を
確
立
せ
よ
。
ま
た
、
庄
民
の
参

加
を
得
た
り
、
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
り
し
て
、

活
力
あ
る
都
市
を
つ
く
る
こ
と
も
大
切
だ
。
低
廉

で
良
好
な
住
宅
の
供
給
や
中
小
企
業
を
中
心
と
し

た
産
業
振
興
に
も
努
め
よ
。
美
術
館
や
三
軒
茶
屋

に
建
設
予
定
の
文
化
施
設
は
、
区
民
文
化
の
創
造

の
場
と
な
る
よ
う
に
せ
よ
。
さ
ら
に
、
高
度
情
報

化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
i
保
護

の
条
例
化
を
図
り
な
が
ら
、
区
の
惰
報
シ
ス
テ
ム

の
あ
り
方
を
検
討
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
区
民
生
活

優
先
の
理
念
を
原
則
に
し
て
臨
む
。
「
活
力
あ
る
高

齢
化
社
会
を
め
ざ
す
委
員
会
」
の
検
討
成
果
を
踏

ま
え
、
総
合
的
な
高
齢
者
対
策
を
確
吃
し
て
い
く
。

区
の
住
宅
政
策
の
あ
る
べ
き
方
向
や
世
田
谷
に
ふ

さ
わ
し
い
産
業
の
基
盤
づ
く
り
も
検
討
し
た
い
。

美
術
館
な
ど
は
区
民
の
文
化
活
動
の
拠
点
に
し
て

い
く
。
情
報
シ
ス
テ
ム
は
研
究
し
た
い
。

民
間
の
活
力
を

生
か
し
た

老
人
福
祉
の
推
進
を

民
　
社
　
党
ー

質
問
　
深
刻
化
し
て
い
く
高
齢
化
柱
会
で
は
、
多

く
の
寝
た
き
り
老
人
や
痴
果
性
老
人
な
ど
の
増
加

に
よ
り
、
福
祉
二
ー
ズ
の
増
大
が
明
ら
か
だ
。
区

は
民
間
の
福
祉
資
源
の
活
用
や
家
庭
の
協
力
を
求

め
る
な
ど
、
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て
施
策
を
進

め
よ
。
老
人
の
生
き
が
い
対
策
も
重
要
だ
。
地
域

や
学
校
教
育
で
老
人
の
知
識
や
経
験
を
活
用
す
る

方
策
を
考
え
よ
。
新
基
本
計
画
に
も
位
置
付
け
よ
。

区
長
　
教
育
長
　
民
間
施
設
の
活
用
に
努
め
て
い

る
。
今
後
も
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
に
、
象
庭
、

地
域
な
ど
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。
生
き
が
い
対

策
は
新
基
本
計
画
に
反
映
さ
せ
る
。
学
校
で
も
老

人
の
知
識
、
技
能
を
更
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。
．

質
問
　
国
は
6
1
年
度
も
補
助
金
の
削
減
を
行
お
う

と
し
て
い
る
。
実
施
さ
れ
た
場
合
の
区
へ
の
影
響

は
ど
う
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

区
長
　
影
響
は
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
不
確
定
な

要
素
が
多
く
、
金
額
の
算
出
は
困
難
だ
。
区
長
会

を
通
じ
て
、
削
減
の
取
り
や
め
を
要
請
し
て
い
く
、

質
問
　
新
基
本
計
画
の
策
定
で
は
、
行
政
の
効
率

化
を
課
題
と
し
、
ま
ず
人
事
制
度
の
改
革
に
取
り

組
め
。
職
員
定
数
の
削
減
、
能
力
主
義
の
導
入
な

ど
を
行
え
。
区
独
自
の
人
事
委
員
会
の
設
置
に
も

努
力
せ
よ
。

助
役
　
活
力
あ
る
区
政
を
推
進
す
る
た
め
の
、
将

来
展
望
を
持
っ
た
制
度
の
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

質
問
　
不
測
の
災
害
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
愉

報
提
供
や
職
員
配
備
体
制
を
強
化
せ
よ
。
実
践
的

な
防
災
訓
練
も
行
え
。
目
黒
川
以
外
の
河
川
に
も

水
位
警
報
装
置
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

助
役
　
士
木
部
長
　
防
災
無
線
の
活
用
や
職
員
参

集
訓
練
の
徹
底
に
努
め
る
。
他
の
河
川
へ
も
警
報

装
置
を
設
置
し
て
い
き
た
い
。

　
　
口

6
宙

κ

薗
画

市
制
の

実
現
に
向
け
て

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を

碑璽
－
麓
．
葦
王
ク
一
ス
フ
ー

質
問
　
特
別
区
制
度
改
革
の
問
題
で
は
、
一
部
で

消
極
論
が
出
る
な
ど
2
3
区
の
足
並
み
が
乱
れ
て
き

て
い
る
。
区
長
と
し
て
も
、
不
退
転
の
決
意
で
、

市
制
実
現
に
向
け
て
行
動
す
べ
き
だ
。
今
後
の
進

め
方
と
兇
通
し
を
示
せ
。

区
長
　
当
面
の
課
題
で
あ
る
都
区
合
意
を
早
く
貝

体
化
し
た
い
。
力
強
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
　
小
田
急
線
の
蓬
体
化
問
題
は
、
結
論
を
下

す
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の
最

重
点
事
業
と
し
て
位
置
付
け
、
高
架
式
に
決
め
て
、

直
ち
に
取
り
組
め
。
ま
た
、
三
軒
茶
屋
の
再
開
発

の
成
舎
は
、
中
心
と
な
る
テ
ナ
ン
ト
の
確
保
に
あ

る
　
大
企
業
の
本
社
を
誘
致
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

そ
の
目
途
を
立
て
て
計
画
を
進
め
よ
。

助
役
　
本
年
度
末
ま
で
に
は
、
立
体
化
に
つ
い
て

の
方
向
性
を
出
し
た
い
。
テ
ナ
ン
ト
は
、
可
能
性

あ
り
と
の
感
触
を
得
て
い
る
よ
う
だ
。
貝
体
化
に

向
け
、
更
に
準
備
組
含
の
中
で
協
議
し
て
い
く
。

質
問
　
一
部
の
学
校
で
は
、
校
長
の
権
限
で
任
命

す
べ
き
ヒ
任
を
、
教
員
の
投
票
に
基
づ
い
て
選
任

し
て
い
る
。
直
ち
に
是
正
せ
よ
。

教
育
長
　
選
任
方
法
に
つ
い
て
は
、
校
長
会
、
教

頭
会
、
セ
任
会
を
通
じ
、
強
く
指
摘
し
て
い
る
。

質
問
　
親
子
読
書
会
が
、
特
定
政
党
の
指
導
を
受

け
、
政
治
思
想
教
育
を
行
う
政
治
団
体
で
あ
る
こ

と
は
、
情
報
誌
も
取
り
上
げ
、
明
白
に
な
っ
た
。

社
会
教
育
団
体
か
ら
は
ず
し
、
援
助
を
打
ち
切
れ
。

教
育
長
　
指
摘
は
真
剣
に
受
け
止
め
、
図
階
館
資

料
管
理
規
程
に
照
ら
し
、
厳
旺
に
対
処
し
て
い
く
。

質
問
　
最
近
、
俺
民
監
査
請
求
が
多
く
出
さ
れ
て

い
る
．
住
民
の
行
政
不
信
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、

チ
ェ
ッ
ク
機
関
で
あ
る
議
会
と
の
関
係
を
兄
直
せ
。

区
長
　
議
会
と
の
連
携
を
更
に
密
に
し
て
い
く
。
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2
日
目
の
本
会
議
で
は
、
n
人
の
議
員
が
区
政

を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

領
域
O
と
に
ま
と
め
、
そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま

す
．

　　　　κ『　　　　　o

　　　　　　　　　ロ

基
本
計
画
の
策
定
に

熱
意
を
も
っ
て

当
た
れ

無
・
社
民
ク
2
1
世
紀
に
夢
を
っ
な
ぐ
基
本
計
画

の
策
定
に
は
、
職
員
す
べ
て
に
燃
え
上
が
る
情
熱

が
必
要
だ
。
ど
う
高
め
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
2
1

世
紀
に
は
世
田
谷
を
政
令
指
定
都
市
に
ま
で
し
た

い
。
そ
れ
に
は
市
制
実
現
が
不
可
欠
だ
。
2
3
区
の

歩
凋
が
乱
れ
て
き
た
が
、
何
と
し
て
も
市
制
は
実

現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
区
長
の
決
意
を
．
小
せ
。

区
長
　
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
実
力
を
ト
分
発
揮
さ

せ
て
い
く
、
市
制
の
実
現
に
は
、
議
会
と
も
力
を

合
わ
せ
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

民
社
ク
　
区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
事
務
機

器
の
近
代
化
を
促
進
し
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
L
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
区
で
も
、
行

財
政
改
善
推
進
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
事
務
の
O

A
化
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
機
器
導
人
に
あ
た
っ
て
は
、
効
率
や
効
果

が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
を
明
確
に
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
だ
。
効
率
や
効
果
を
具
体
的
に
数
字
で

長
し
た
上
で
取
り
組
め
。
ま
た
、
そ
の
結
果
を
広

く
区
民
に
周
知
せ
よ
、

助
役
　
企
画
部
長
　
事
務
機
器
の
数
値
化
は
、
機

械
の
性
能
、
機
種
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
多
く

難
し
い
。
し
か
し
、
機
械
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

区
民
福
祉
の
向
上
、
行
政
水
準
の
向
上
、
経
費
の

節
減
、
労
働
負
担
の
軽
減
を
念
頭
に
お
い
て
倹
討

し
て
き
た
。
今
後
、
事
務
機
器
の
導
人
に
よ
る
効

果
を
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
、
事
務

の
O
A
化
検
討
委
員
会
で
検
討
を
進
め
た
い
。

鶴驚名
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健
康
村
計
画
を
推
進
し

区
民
交
流
を

拡
充
せ
よ

民
社
　
区
民
健
康
村
計
画
で
は
、
来
年
の
4
月
に

児
竜
生
徒
用
の
移
動
教
室
を
開
設
す
る
が
、
一
般

区
民
の
利
用
を
含
め
、
今
後
の
整
備
方
針
を
示
せ
。

ま
た
、
川
揚
村
と
共
同
で
設
藍
す
る
現
地
法
人
に

は
、
区
は
経
験
曲
、
胤
か
な
人
材
を
派
遣
せ
よ
。

助
役
　
一
般
区
民
の
利
用
は
、
当
面
移
動
教
塞
用

施
設
の
有
効
活
用
で
対
応
す
る
が
、
利
用
状
況
や

要
望
に
応
じ
て
、
段
階
的
に
整
備
し
て
い
く
。
現

地
法
人
に
は
、
適
格
な
人
材
を
確
保
し
た
い
。

自
民
　
美
術
館
に
侑
掃
r
場
の
煙
突
は
、
景
観
的

に
マ
ッ
チ
し
な
い
。
改
善
せ
よ
。
ま
た
、
足
の
便

が
い
ま
だ
不
卜
分
だ
。
更
に
対
策
を
講
じ
よ
。

区
長
　
士
木
部
長
　
都
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

交
通
手
段
の
確
保
に
も
一
層
努
め
る
。

共
産
　
中
小
建
築
業
者
の
振
興
の
た
め
、
学
校
な

ど
で
の
地
．
石
へ
の
［
事
発
注
を
促
進
せ
よ
。
現
場

で
契
約
で
き
る
金
額
も
引
き
上
げ
よ
。
ま
た
、
住

宅
修
改
築
業
者
あ
っ
旋
制
度
の
P
R
を
強
化
し
、

親
子
木
工
ま
つ
り
へ
の
援
助
に
も
努
め
よ
。

総
務
・
都
市
整
備
・
社
会
教
育
部
長
　
地
．
兀
へ
の

発
注
に
努
め
て
い
る
。
限
度
額
の
引
き
ヒ
げ
は
検

討
し
た
い
．
P
R
を
強
化
し
、
援
助
に
も
努
め
る
。

。
。
ノ

∵
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o
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o
口

支
所
機
能
の
強
化
で

き
め
細
か
な
行
政
を

自
民
　
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
の
特
性
を
ト
分
に

生
か
し
、
住
民
自
ら
の
季
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
が

噴
要
だ
。
地
域
に
身
近
な
支
所
の
機
能
を
強
化
し
、

地
域
の
実
情
や
行
政
需
要
の
的
確
な
把
握
の
も
と

で
、
き
め
細
か
な
指
導
や
援
助
の
で
き
る
実
施
体

制
を
確
藍
せ
よ
。

助
役
　
住
民
に
身
近
な
事
務
事
業
を
移
管
す
る
な

ど
、
支
所
の
権
限
の
拡
大
を
検
討
中
だ
。
今
後
は
、

地
域
の
問
題
は
地
域
で
解
決
で
き
る
よ
う
に
支
所

の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
く
。
ま
ち

づ
く
り
へ
の
区
民
参
加
を
、
層
促
進
す
る
た
め
、

実
効
あ
る
仕
組
み
を
確
豊
し
た
い
。

自
民
　
教
員
住
宅
跡
地
の
利
用
方
針
を
示
せ
。
祖

師
谷
敬
老
会
館
の
建
替
え
は
ど
う
す
る
の
か
。

助
役
　
利
用
用
途
や
改
築
の
計
画
化
は
検
討
中
だ
。

自
民
　
葬
祭
・
火
葬
場
を
設
置
す
る
よ
う
努
め
よ
。

区
長
　
助
役
　
設
置
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

離
　
騨
儲
賭
智

共
産
　
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
対
策
が
遅
れ
て

い
る
。
保
健
所
の
相
談
業
務
や
デ
イ
・
ケ
ア
事
業

の
拡
充
と
、
こ
れ
に
連
携
す
る
共
同
作
業
所
の
設

置
も
急
げ
。
ま
た
、
医
療
機
関
や
家
族
会
な
ど
と

の
連
携
も
深
め
よ
。

助
役
　
衛
生
部
長
　
当
面
は
、
民
問
の
作
業
所
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
援
助
体
制
を
整
え
た
い
。

重
防
か
ら
社
会
復
帰
ま
で
の
、
、
貫
し
た
精
神
衛

生
対
策
の
体
制
の
確
就
も
め
ざ
し
て
い
く
．

社
会
　
社
会
的
偏
見
な
ど
で
医
療
を
受
け
ら
れ
な

い
在
宅
の
精
神
障
害
者
へ
の
対
簾
を
．
小
せ
。
高
齢

者
や
育
少
年
の
精
神
衛
生
対
策
も
充
実
せ
よ
。
保

健
所
に
、
專
門
の
相
談
員
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

衛
生
部
長
　
家
族
や
地
域
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
保
健
所
の
相
談
業
務
を
充
実
し
て
い
く
。

自
民
　
高
齢
者
の
健
康
保
持
に
は
、
運
動
を
行
う

な
ど
自
ら
が
健
康
を
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
。
全
身
を
動
か
す
水
泳
を
普
及
す
る
た
め
、
温

水
フ
ー
ル
を
増
設
せ
よ
。

教
育
長
　
学
校
フ
ー
ル
の
開
放
も
含
め
、
ス
ホ
ー

ツ
活
動
の
場
の
幣
備
を
検
討
し
て
い
く
．

民
社
　
太
子
堂
温
水
フ
ー
ル
で
の
障
害
者
の
水
泳

教
室
は
盛
況
だ
。
千
歳
温
水
フ
ー
ル
で
も
障
害
者

が
利
用
し
や
す
い
よ
う
改
修
せ
よ
．
ま
た
、
老
人

も
便
え
る
障
害
者
用
フ
ー
ル
の
区
内
設
置
を
都
に

働
き
か
け
よ
．

助
役
　
社
会
教
育
部
長
　
f
歳
温
水
フ
ー
ル
で
は

職
員
が
乎
を
貸
す
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
．
今
後

は
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
改
善
し
て
い
き
た
い

フ
ー
ル
の
．
区
内
誘
致
に
も
努
力
し
て
い
く
．

自
民
　
食
品
の
衛
生
監
視
を
強
化
せ
よ
、

区
長
　
衛
生
部
長
　
監
視
や
倹
査
に
．
層
努
め
る

社
会
　
乳
幼
児
の
障
害
の
早
期
発
児
、
早
期
療
育

は
非
常
に
重
要
だ
　
保
健
所
と
乳
幼
児
育
成
相
談

所
と
の
連
携
を
強
化
し
て
充
実
さ
せ
よ
　
ま
た
、

障
害
児
保
育
の
拡
充
を
図
れ
　
障
害
者
セ
ン
タ
ー

構
想
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
準
備
室
を
設
置
し
、

福
祉
、
保
健
、
教
育
な
ど
、
貫
し
た
援
助
体
制
を

確
立
す
る
た
め
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
て
、
今
、

か
ら
職
員
の
養
成
に
努
め
よ
、

助
役
　
衛
生
・
婦
人
児
童
部
長
　
連
携
は
、
層
深

め
て
い
く
。
保
育
施
設
へ
の
受
け
人
れ
は
、
更
に

努
力
し
た
い
。
障
害
者
セ
ン
タ
ー
の
建
設
で
は
、

準
備
組
織
を
設
け
て
万
全
を
期
し
た
い
。
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溢
水
地
区
の

・
　
解
消
を
急
げ

公
明
　
丸
子
川
の
溢
水
対
策
で
は
、
か
さ
上
げ
部

分
よ
り
低
い
橋
の
架
け
替
え
も
考
え
よ
。
用
賀
・

ヒ
用
賀
地
区
の
溢
水
や
道
路
冠
水
の
解
消
を
急
げ
。

す
べ
て
の
溢
水
地
区
に
警
報
機
を
設
置
せ
よ
。

士
木
部
長
　
着
工
や
定
の
K
川
排
水
樋
門
の
改
修

に
よ
り
、
丸
子
川
の
溢
水
問
題
は
解
消
す
る
見
込

み
だ
。
用
加
貝
・
上
用
賀
地
区
で
は
、
雨
水
の
貯
溜

・
浸
透
施
設
の
設
置
な
ど
を
進
め
る
。

自
民
　
区
画
整
理
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
重
要

な
手
法
だ
。
区
画
整
理
後
の
有
効
な
上
地
利
用
を

図
る
た
め
、
風
致
地
区
指
定
を
解
除
せ
よ
。

区
長
　
地
元
の
権
利
者
の
ヴ
場
を
保
障
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
。

公
明
　
芦
花
小
。
中
学
校
裏
の
公
共
溝
渠
は
、
悪

臭
を
放
っ
て
い
る
。
蓋
か
け
し
て
遊
歩
道
に
せ
よ
．

士
木
部
長
　
蓋
か
け
は
構
造
上
難
し
い
の
で
、
河

床
の
改
修
に
よ
り
臭
気
の
減
少
を
図
り
た
い
、

自
民
　
狭
あ
い
道
路
の
整
備
で
は
、
窓
口
相
談
の

充
実
や
助
成
額
を
大
幅
に
拡
大
す
る
な
ど
、
実
現

に
積
極
的
に
取
り
組
め
。
ま
た
、
細
網
7
号
線
の

開
通
の
見
通
し
は
い
っ
か
。

助
役
　
地
域
住
民
の
協
力
を
得
る
方
策
を
検
討
し

て
い
く
。
6
4
年
度
巾
に
は
完
成
さ
せ
た
い
。

共
産
　
都
市
型
水
害
を
防
ぐ
根
本
的
な
対
策
は
、

雨
水
を
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
だ
．
水
害
の
起

き
る
河
川
の
流
域
の
区
や
市
、
都
の
下
水
道
局
や

河
川
部
と
対
策
会
議
を
設
け
、
連
携
し
て
防
止
に

取
り
組
め
．
ま
た
、
水
害
の
被
災
者
へ
の
見
舞
金

の
増
額
と
適
用
範
囲
の
拡
大
も
図
れ
，

区
民
・
士
木
部
長
　
現
在
、
関
係
機
関
と
個
別
に

協
議
巾
だ
。
全
体
会
議
の
設
置
も
考
え
て
い
き
た

い
。
見
舞
金
の
増
額
と
対
象
者
の
拡
大
は
検
討
し

た
い
，

自
民
　
奥
沢
地
区
は
、
多
数
の
踏
切
が
あ
り
、
交

通
渋
滞
な
ど
問
題
が
多
い
　
ま
た
、
南
北
を
結
ぶ

交
通
手
段
が
少
な
く
不
便
だ
、
対
策
を
講
じ
よ
。

都
市
整
備
・
士
木
部
長
　
鉄
道
の
伍
体
化
は
難
し

い

道
路
整
備
や
バ
ス
網
の
拡
大
に
は
努
め
た
い
。

公
明
　
二
子
E
川
地
区
で
の
市
街
地
再
開
発
計
画

の
今
後
の
児
通
し
は
ど
う
か
。
ま
た
、
長
川
地
区

の
交
通
渋
滞
の
解
消
を
図
れ
．

助
役
士
木
部
長
「
多
摩
川
沿
い
地
域
整
備
計
画
」

の
策
定
を
急
ぎ
、
早
期
事
業
化
に
努
力
し
て
い
く
。

警
察
署
と
も
協
力
し
て
渋
滞
解
消
に
努
め
る
。

％
・
鍛

子
供
た
ち
の
人
格
を

尊
重
し
た

教
育
を

社
会
　
他
の
子
供
た
ち
へ
の
影
響
を
理
由
に
、
教

育
の
場
で
あ
る
学
校
か
ら
一
部
の
子
供
を
排
除
す

る
の
も
「
や
む
を
え
な
い
」
と
す
る
発
、
．
一
．
口
が
聞
か

れ
る
。
こ
れ
は
、
平
等
で
あ
る
べ
き
教
育
の
機
会

を
否
定
し
、
子
供
の
人
格
を
踏
み
に
じ
る
も
の
だ
。

認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長
　
子
供
た
ち
に
対
す
る
愛
惰
を
教
育
の
基

衣
と
考
え
る
。
今
後
も
ト
分
配
慮
し
た
い
。

無
・
社
民
ク
　
青
少
年
に
人
間
の
す
ば
ら
し
さ
を

伝
え
る
た
め
、
人
類
の
進
化
な
ど
が
学
べ
る
自
然

科
学
博
物
館
を
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

区
長
　
文
化
・
教
育
施
設
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

自
民
　
生
涯
教
育
施
策
の
充
実
の
た
め
、
総
へ
口
的

な
推
進
体
制
を
確
立
せ
よ
。
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー

の
建
設
も
考
え
よ
。
計
画
中
の
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、

機
能
を
明
確
に
し
、
魅
力
あ
る
も
の
と
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
教
育
長
　
各
部
門
の
逮
携
に
よ
る

施
策
の
体
系
化
を
考
え
た
い
。
当
面
、
教
育
セ
ン

タ
ー
に
は
生
涯
教
育
の
機
能
を
分
担
さ
せ
る
と
と

も
に
、
将
来
を
見
通
し
た
優
れ
た
も
の
に
し
た
い
。

共
産
　
ヂ
供
の
人
問
性
を
否
定
す
る
教
師
の
体
罰

は
許
さ
れ
な
い
こ
と
だ
。
実
態
を
知
っ
て
い
る
か
。

体
罰
を
な
く
す
た
め
の
決
意
と
方
策
を
．
小
せ
。

教
育
長
　
学
校
長
を
通
じ
て
、
強
力
に
指
導
、
助

一
、
一
口
を
し
て
い
く
。

無
・
社
民
ク
教
育
の
荒
廃
を
匠
す
に
は
教
師
の

質
の
向
上
が
重
要
だ
。
更
に
研
修
を
充
実
せ
よ
。

ま
た
、
胎
教
の
た
め
の
母
親
教
育
も
実
施
せ
よ
。

教
育
長
　
望
ま
し
い
教
員
の
育
成
を
図
っ
て
い
く
。

社
会
　
区
は
本
年
8
月
「
平
和
都
市
宣
．
．
、
〔
」
を
行

っ
た
が
、
平
和
な
社
会
を
実
現
し
、
守
り
、
更
に

次
代
へ
託
し
て
い
く
た
め
に
は
、
子
供
た
ち
に
対

す
る
平
和
教
育
が
不
可
欠
だ
。
戦
争
の
悲
惨
さ
、

愚
か
さ
を
教
え
、
考
え
さ
せ
、
日
常
生
活
の
レ
ベ

ル
か
ら
国
際
理
解
の
段
階
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
、
平
和
教
育
を
行
え
。

教
育
長
　
人
類
愛
を
慕
本
と
し
て
、
人
問
尊
重
の

精
神
や
国
際
理
解
の
大
切
さ
に
つ
い
て
今
後
も
更

に
指
導
し
て
い
く
。

共
産
　
将
来
の
地
域
文
化
の
核
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
希
望
丘
地
区
に
図
書
館
を
建
設
せ
よ
．

社
会
教
育
部
長
　
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
千
歳
台

に
建
設
す
べ
く
検
討
し
て
い
る
．

一
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皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
請
願
の
審
議
経
過
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

採
択
4
件

◇
自
転
車
置
場
の
設
置
を
求
め
る
講
願
（
上
北
沢

　
駅
・
桜
上
水
駅
周
辺
）

◇
歩
道
設
置
に
関
す
る
請
願
（
祖
師
谷
公
社
住
宅

　
内
）

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
等
に
関
す
る
請

　
願

◇
下
水
道
施
設
の
普
及
に
関
す
る
請
願

　
－
以
上
の
4
件
に
は
「
願
意
に
沿
う
よ
う
努

　
　
　
力
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
が
付
け
ら
れ
た
。

取
下
承
認
1
8
件

◇
児
童
遊
園
設
置
に
関
す
る
請
願
（
池
尻
4
丁
目

　
2
2
）

◇
北
沢
川
緑
道
公
園
の
環
境
保
全
に
関
す
る
請
願

◇
仮
称
D
O
M
自
由
ヶ
丘
建
設
反
対
に
関
す
る
請

　
願
（
奥
沢
7
丁
目
3
3
）

◇
国
立
医
療
機
関
の
地
方
自
治
体
・
民
間
へ
の
移

　
譲
反
対
等
に
関
す
る
請
願

◇
公
園
用
地
取
得
に
関
す
る
陳
情
（
玉
川
田
園
調

　
布
1
丁
目
2
0
）

◇
保
育
料
値
上
げ
改
定
に
関
す
る
請
願

◇
保
育
料
の
大
幅
値
上
げ
反
対
に
関
す
る
請
願

◇
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
。
ス
パ
ー
出
店
反
対

　
に
関
す
る
請
願
（
経
堂
5
丁
目
32
）

◇
雇
用
平
等
法
の
制
定
等
に
関
す
る
請
願

◇
実
効
あ
る
男
女
平
等
法
実
現
に
関
す
る
請
願

◇
児
童
扶
養
手
当
制
度
改
正
反
対
に
関
す
る
請
願

◇
男
女
雇
用
平
等
法
制
定
に
関
す
る
請
願

◇
男
女
雇
用
平
等
法
制
定
に
関
す
る
請
願

◇
実
効
あ
る
男
女
雇
用
平
等
法
実
現
に
関
す
る
請

　
願

◇
仮
称
ス
タ
ー
ハ
イ
ツ
尾
…
台
建
設
に
関
す
る
請

　
願
（
尾
山
台
3
丁
目
7
）

◇
仮
称
ユ
ー
ス
フ
ル
祖
師
谷
大
蔵
建
設
反
対
に
関

　
す
る
請
願
（
祖
師
谷
3
丁
目
2
）

◇
仮
称
芦
花
公
園
女
子
学
生
会
館
建
設
に
関
す
る

　
請
願
（
南
烏
山
2
丁
目
3
1
）

◇
千
歳
通
り
開
発
行
為
に
関
す
る
陳
情
（
南
鳥
山

2
丁
目
31
先
）

新
た
に
付
託
さ
れ
た
も
の

　
企
画
総
務
委
員
会
へ
付
託
　
2
．
件

O
平
和
都
市
宣
言
に
伴
う
諸
施
策
等
に
関
す
る
陳

　
青

O
組
織
改
正
に
関
す
る
請
願

　
区
民
生
活
委
員
会
へ
付
託
　
4
　
件

○
緑
の
復
元
に
関
す
る
陳
情

O
地
域
住
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
請
願

　
（
玉
川
第
三
出
張
所
管
内
）

O
外
国
人
登
録
法
の
改
正
を
求
め
る
陳
情

O
外
国
人
登
録
法
の
改
正
を
求
め
る
陳
情

　
福
祉
保
健
委
員
会
へ
付
託
　
1
　
件

○
国
立
病
院
。
療
養
所
の
充
実
を
求
め
る
請
願

　
都
市
整
備
委
員
会
へ
付
託
　
5
　
件

O
細
網
七
号
線
に
関
す
る
陳
情

O
公
共
駐
車
場
・
駐
輪
場
の
整
備
に
関
す
る
請
願

　
（
下
北
沢
駅
付
近
）

O
区
立
防
災
公
園
設
置
に
関
す
る
請
願
（
松
原
5

丁
目
1
2
）

O
第
二
倉
林
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
関
す
る
請
願

　
（
上
祖
師
谷
5
丁
目
32
）

○
仮
称
八
幡
山
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
建
設
反
対
に
関
す

　
る
請
願
（
八
幡
山
1
丁
目
9
）

　
文
教
委
員
会
へ
付
託
　
3
　
件

0
博
物
館
建
設
に
関
す
る
陳
情

O
教
育
条
件
整
備
に
関
す
る
請
願

O
中
学
校
教
育
条
件
整
備
に
関
す
る
請
願

区
議
・
区
長
な
ど
の

報
酬
・
給
与
を
改
定

　
区
長
は
毎
年
一
回
、
区
議
会
議
員
の
報
酬
の
額
、

区
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
料
の
額
の
妥
当
性
に

つ
い
て
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
59
年
度
の
区
議
。
区
長
等
の
報
酬
。
給
与

等
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
本
年
2
月
1
5
日
に
審

議
会
に
諮
闘
し
ま
し
た
。

　
審
議
会
は
こ
れ
を
受
け
て
、
6
回
の
審
議
を
重

ね
、
4
月
2
2
日
に
区
長
に
対
し
て
意
見
を
提
出
し

ま
し
た
。

　
意
見
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

「
審
議
に
あ
た
っ
て
は
①
一
般
職
の
給
与
改
定
お

よ
び
柱
会
経
済
の
動
向
を
考
慮
す
る
　
②
区
の
財

政
事
情
を
勘
案
す
る
　
③
他
区
と
も
比
較
し
、
区

民
感
情
を
顧
み
な
が
ら
本
区
の
実
情
を
も
配
慮
す

る
　
④
特
別
職
の
責
任
度
か
ら
一
般
職
よ
り
も
高

額
と
す
る
こ
と
を
基
本
事
項
と
し
た
。

　
一
般
職
の
給
与
改
定
の
引
き
上
げ
率
、
消
費
者

物
価
指
数
、
当
区
の
財
政
状
況
、
他
区
と
の
比
較

　
　
　
要
望
書

　
世
田
谷
区
議
会
は
、
次
の
要
望
書
を
関
係
各

大
臣
あ
て
提
出
し
ま
し
た
。

　
　
　
国
庫
負
担
金
等
に
関
す
る
要
望
書

　
政
府
は
、
昭
和
6
0
年
度
の
予
算
編
成
で
、
臨

時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
地

方
自
治
体
に
対
す
る
国
塵
負
担
金
・
補
助
金
の

負
担
率
の
一
律
削
減
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
大
蔵
省
は
、
ま
た
6
1
年
度
以
降
地
方
自
治
体

の
財
政
力
に
応
じ
補
助
金
に
格
差
を
つ
け
る
等

の
方
針
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
国
に
よ
る
地
方
自
治
体
へ
の
財

政
負
担
の
転
嫁
は
、
地
方
自
治
体
の
財
政
を
一

層
圧
迫
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
削
減
対
象
が

福
祉
、
医
療
、
教
育
な
ど
に
わ
た
る
た
め
、
区

民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぽ
し
て
お
り
ま
す
。

　
国
会
で
は
、
こ
の
削
減
措
置
の
実
施
に
当
た

っ
て
、
昭
和
6
0
年
度
限
り
の
暫
定
措
置
と
す
る

旨
の
附
帯
決
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
位
田
谷
区
議
会
は
、
国
会
の
附
帯
決

議
ど
お
り
、
国
庫
負
担
金
等
の
削
減
は
昭
和
6
0

年
度
限
り
の
捲
置
と
す
る
よ
う
強
く
要
望
い
た

し
ま
す
。

　
9
月
2
0
日
提
出
　
9
月
2
5
日
議
会
報
告

内
閣
総
理
。
大
蔵
・
文
部
・
厚
生
・
自
治
大
臣

あ
て

な
ど
を
考
え
て
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
平

均
二
。
六
三
％
の
引
き
上
げ
、
実
施
時
期
は
、
一

般
職
の
給
与
改
定
が
5
9
年
4
月
か
ら
適
用
さ
れ
て

い
る
が
、
6
0
年
4
月
か
ら
適
用
す
る
こ
と
が
妥
当

で
あ
る
一

　
こ
の
意
見
を
も
と
に
、
別
表
の
よ
う
に
区
議
・

区
長
等
の
報
酬
・
給
与
等
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

報酬・給与月額改定表

聯
難
＠
民
話
と
伝
説

Wり
　
お
か
も
と
む
ら
　
　
き
ん
　
　
　
ひ
　
　
　
た
ま
　
　
す
く
　
　
が
み

㎜
岡
本
村
の
金
の
火
の
玉
は
救
い
神

W卿
　
そ
の
蝦
は
、
梯
に
邸
っ
て
も
暮
い
印
が
繍
き
　
　
文
・
桜
井
正
信
　
絵
・
柳
原
雅
子

脚
ま
し
た
．

甲
　
　
た
裏
が
わ
　
　
瀞
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
諦
　
　
し
お
み
ず

｝
　
玉
川
に
沿
っ
た
村
で
は
、
玉
川
に
海
の
潮

饗
入
っ
て
き
て
・
海
の
解
詣
る
の
手

ツ
　
　
　
　
　
　
か
わ
ら
　
　
　
　
お
　
　
よ

陽
　
玉
川
の
川
原
で
は
、
押
し
寄
せ
て
く
る
イ

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

W
シ
や
サ
ン
マ
を
手
づ
か
み
で
と
る
人

ワ
W
た
ち
で
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

脚
　
玉
川
で
海
の
魚
が

い
脚
と
れ
な
く
な
る
と
、
今
度
は

ワ

玉
川
沿
い
の
村
で
は
、

夜
中
に
鶏
が
や
た
ら
と

鳴
い
た
り
、
犬
が

遠
ぽ
え
を
し
た
り

し
ま
し
た
。

ね
こ
　
　
　
い
え
　
　
　
　
　
　
で

猫
も
家
か
ら
出
て
、

な
か
な
か
家
に

帰
っ
て
来
ま
せ
ん
。

ネ
ズ
ミ
も
、
ど
こ
の

家
に
も
い
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
せ
た
が
や
ち
ほ
う

㊥
－
‘
棄
1
甚
・
－
唾
－
遷
讐
．
i
｛
，
．
！
q
i
遷
噸
憂
｛
ξ
ξ
i
」
i
ξ
オ
適
一
i
｛
1
i
｛
，
i
♂

響
地
鳴
り
が
や
む
と
、
し
ば
ら
く
は
、
ほ
っ
と
す

る
の
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
夜
に
な
る
と
、
村
の
境
の
畑
に

火
の
玉
が
飛
び
ま
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
せ
　
　
　
　
　
　
　
く

ま
る
で
、
村
に
攻
め
て
来
る
よ
う
で
す
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
に
、
金
と
赤
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
の
玉
で
あ
る
こ
と
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
っ
き
り
わ
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

／3

島

　
　
世
田
谷
地
方
の
ど
こ
の

｝
村
の
人
達
も
、
玉
川
沿
い
の

　
村
で
の
事
件
を
聞
い
て
、

｝
ど
う
し
た
こ
と
か
と
空
を

，
眺
め
た
り
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

　
す
る
と
、
ど
こ
の
家
の
井
戸
も

嘲
み
ず
　
　
へ

『
水
が
減
り
だ
し
ま
し
た
。

　
「
不
思
議
な
こ
と
も
あ
る
も
の
だ
。
剛
か
な
け

　
れ
ば
良
い
が
」
と
、
年
寄
り
た
ち
は
集
ま
っ
て

撃
　
　
走
ば
い

甲
は
、
毛
配
を
し
ま
し
た
。

　
　
そ
の
う
ち
、
五
川
に
沿
っ
た
村
々
は
、
地
面

　
が
揺
れ
だ
し
て
、
目
の
回
る
日
が
続
き
ま
し
た
。

ヌ罫

　1F
L監F』』T』？

激詫一
『

醗
慢皿　

　
，
鑛
棚
”

6一陶1《｛凸｛‘』繭

　
　
　
　
　
　
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
，

　
　
　
せ
ん
　
ぞ
　
　
　
　
　
　
つ
た

ザ
ル
を
か
ぶ
せ
て
、
雨
戸
を
締
め
て
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
村
の
名
主
は
、
h

　
　
　
先
祖
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
た
陥

「
金
の
火
の
ー
は
家
を
守
る
の
だ
。
　
碗

家
か
ら
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
」

　
　
名
主
の
達
し
が
村
に
伝
わ
る
と
す
ぐ
、

　
　
襲
い
ま
し
た
。
名
主
の
言
う
と
お
り
、

　
　
　
金
の
火
の
丑
を
せ
っ
せ
と
ザ
ル
で

　
　
と
い
う
話
を
思
い
出
し
、
村
じ
ゅ
う
・

　
　
に
伝
え
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
繍

　
　
　
　
不
思
議
に
、
岡
本
に
大
地
震
が
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

鰯，

，

　
岡
本
の
村
は
、
i
川
よ
り
も
高
台
で
し
た
が
、

じ
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ら
び
と

地
鳴
り
が
し
て
、
大
き
く
揺
れ
ま
し
た
。
村
人
は
、

　
　
　
ふ
せ
、
家
に
入
れ
た
家
は

と
こ
ろ
が
、

「
そ
ん
な
こ
と
は
迷
信
だ
」
と
言

事
に
つ
ぶ
れ
て
、
母
屋
も
蔵
も
ぺ
漸

　
地
震
に
あ
っ
て
も
、
び
く
と
も
嶋

　
　
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
　
　
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

っ
て
、
笑
っ
て
い
た
人
の
家
は
見
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔

　
で
は
、
金
の
火
の
長
は

　
い
ま
す
。

　
し
ゃ
ん
こ
に
な
っ
て
し
｛

ま
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
｛

　
そ
れ
以
来
、
岡
本
の
村
轟

　
家
を
救
う
と
い
わ
れ
て
、　■ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

レ
妻
レ
参
レ
垂
レ
茎
レ
｝
レ
畠
7
レ
轟
一
罫
ひ

養
卜
旨
華
レ
き
レ
垂
レ
華
卜
畠
F
レ
｝
じ
二
羅
一
一
レ
｝
レ
一
堅
一
レ

笛
F
レ
｝
レ
｝
レ
｝
レ
華
レ
｝
レ
垂
レ
｝
レ
き
レ
一
一
堅
一
レ
葦
一
一
レ
｝
レ

整
レ
多
卜
｝
レ
｝
，
妻
レ
昌
『
レ
｝
レ
i
一
F
レ
轟
一
ぎ
D
き
レ
｝
レ
、
一
箪
婁
｝
野
一
≧
レ
甕
レ
冒
夢
レ
妻
レ
｝
駄

区　　分 現行額 ・改定額 引上率

議　　　長 705，㏄胴 723，慨 2．55％

区
副　議　長 5弱，〔m 612，〔X〕〔） 2．68

議 委　員　長 脳，㎜ 517，α℃ 2．58

△
諏

副委員長 480，0〔X） 493，〔X℃ 2．71

議　　　員 4邸，㎜ 478，0〔沿 2．80

三
区　　　長 88LO〔X） 駁B，〔㎜ 2．50

助　　　役 7〔b，〔m 723，CCO 2．55
役

収　入　役 596，〔m 612，〔m 2．68

教 委　員　長 226，〔m 231，〔m 2．21
訳
目
委

職務代理者 1脇，㎜ 1％，〔㎜ 2．59

員 委　　　員 184，〔m 189，〔X℃ 2・72
△
互 教　育　長 596，㏄0 612，〔m 2．68

臣仁

皿 代表委員 255，〔㎜ 262，〔m 2．75
査
委

知識経験委員 229，〔㎜ 236，〔㎜ 3．06
口
貝 議員選出委員 13L〔兀0 134，㎜ 2．29

選
委　員　長 謝，〔xx） 231，㏄0 2．21

管 職務代理者 193，㎜ 1認，㎜ 2．59
委

委　　　員 184，〔m 189，㎜ 2．72

農
会　　　長 38，㎜ 39，㎜ 2．60

業 職務代理者 24，500 25，㎝ 2．04
委

委　　　員 21，〔m 21，500 2．38

編
集
ド
後
、
－
記

O
街
を
ぬ
け
る
風
は
、
深
ま
り
ゆ
く
秋
の
中
に
、

　
は
や
、
冬
の
さ
き
ぶ
れ
を
告
げ
て
い
ま
す
。
肌

　
を
打
つ
透
明
な
空
気
は
、
季
節
の
は
ざ
ま
に
確

　
か
な
位
置
を
占
め
た
よ
う
で
す
。
カ
ゼ
な
ど
ひ

　
か
ぬ
よ
う
気
を
付
け
て
お
過
O
し
く
だ
さ
い
。

O
『
区
議
会
だ
よ
り
』
も
今
回
で
㎜
号
を
迎
え
ま

　
し
た
。
今
後
と
も
皆
様
と
区
議
会
を
結
ぶ
「
か

　
け
は
し
」
と
し
て
、
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
よ

　
う
頑
張
り
ま
す
。

O
区
議
会
の
仕
事
や
し
く
み
を
わ
か
り
や
す
く
説

　
明
し
た
り
ー
フ
レ
ッ
ト
『
区
議
会
の
は
な
し
』

　
を
発
行
し
ま
し
た
。
区
役
所
ロ
ビ
ー
、
出
張
所
、

　
区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の

　
で
、
ぜ
ひ
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

O
区
議
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
区
議
会

　
事
務
局
調
査
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
（
覗
）
一

、
●霧

ム

蕉
噺
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